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第 ６ 次 宇 都 宮 市 総 合 計 画 【概 要 版】 （素 案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１部 序 論 

第１章 計画策定に当たって 

 １ 策定の趣旨 

   総合計画は，本市の都市経営の最上位の方針となるもので，市民・事業者・行政などの

構成員が一体となってまちづくりに取り組むため，その基本的な考え方や将来の姿を示し，

これからのまちづくりの指針となる「第６次宇都宮市総合計画」を策定 
２ 計画の構成 

  「基本構想」，「基本計画」，「実施計画」で構成 
３ 計画の目標年次・期間 

 ・ 基本構想  目標年次：２０５０年 
 ・ 基本計画  計画期間：前後期各５年の１０年 
 ・ 実施計画  計画期間：３年（毎年見直し） 

第３章 宇都宮市の現状や時代潮流の変化と展望 

 
 
⑴ 少子・超高齢社会の進行，人口減少局面への突入 

今後，出生率が回復しても，総人口の減少は避けられず，高

齢者が急激に増加し，地域の活力低下につながる。 
 ◆ 人口約５２万人（２０１８年）⇒約４５万人（２０５０年）

 ◆ 団塊の世代は２０２５年に，第２次ベビーブーム世代は

２０５０年に後期高齢者（７５歳以上）に 
 ◆ ２０～４９歳では，男性の数が女性の数を約１万人超過 
 ◆ 単身世帯（全体）は２０３５年を目途に減少の見込みだが，

単身高齢世帯は２０５０年まで増加を継続 
 ◆ 東京圏（東京，千葉，埼玉，神奈川）への転出超過 

⑵ 地域経済の状況 

人口減少の進行により，労働力の不足が見込まれる中，市内

産業においても人材不足が懸念される。一方で，観光産業につ

いては，本市を訪れる観光客が増加すると想定される。 
 ◆ 市内総生産において，３次産業が全体の６割を超過 
 ◆ 農地面積や農家戸数は過去２０年間減少を継続 
◆ 観光入込客数は東日本大震災の影響で減少したが，現在は，

東日本大震災前を上回り増加傾向 

⑶ 安全・安心への意識の高まり 

近年の災害や事件・事故を背景に市民の安全・安心意識が高

まっている。また，地域コミュニティにおける防災や防犯力の

向上など，支え合いの必要性が一層高まると想定される。 
 ◆ 今後３０年以内に７０％程度の確率で首都直下地震（南関

東で起きるマグニチュード７程度の地震）が発生の見込み

◆ 全国的に局所的な豪雨の発生件数が増加 

⑷ 環境・エネルギーの意識の高まり 

国では，持続可能な社会の姿として，低炭素，循環型社会な

どを掲げており，環境負荷の低減の重要性が高まっている。 
 ◆ 温室効果ガス排出量は，過去２０年間で２５％超の増加 
 ◆ 都市化の影響もあり，平均気温が１００年で２度以上上昇

⑸ 土地利用と交通の変化 

これまでは人口増加を背景に市街地が拡大してきたが，今後

は，市内各地域の空洞化による利便性の低下が懸念される。 
 ◆ 市街地（建物用地）は４０年間で約２．５倍に拡大 
 ◆ 人口の増加と比例して人口集中地区（ＤＩＤ）が拡大 
 ◆ 交通分担率のうち，自動車は２０年間で約１４％増加 

第２部 基本構想 

第１章 基本構想の策定の目的 

 ・ 宇都宮市自治基本条例に基づくもので，宇都宮市の都市経営の基本 
 ・ 本市を構成する主体が一体となって総合的で計画的なまちづくりを行うため策定 
・ 「将来のうつのみや像」と都市空間の姿を明らかにし，まちづくりの基本方向を提示 

 

第２章 目標年次 

 ・ ２０５０年（平成６２年） 
 
第３章 まちづくりの目標 

 １ 基本的な考え方 
宇都宮市の現状や時代潮流の変化と展望を踏まえ，２０５０年を見据えた「まちづくりの重点課題」 

を設定し，それらが解決された望ましい状態として「２０５０年の目指すべきまちの状態」（６つの 
「未来都市」），その状態に達した本市の姿を「将来のうつのみや像(都市像)」として設定 

 ２ まちづくりの重点課題 

 ❶ 次代を築く人づくり 

 ・ 様々な分野を担う人材の育成・確保 
 ・ 子どもが健やかに育つ社会づくり 

❷ 健康づくりと福祉の充実 

 ・ 市民一人ひとりの健康づくり 
 ・ 住み慣れた地域で暮らせる環境整備 

❸ 安全・安心な地域づくり 

 ・ 危機に強く，しなやかな都市の構築 
 ・ 個人の尊重と市民主体のまちづくり 

❹ 都市の個性づくりのさらなる強化と魅力の発信 

 ・ 魅力ある地域資源の活用 
 ・ 積極的な発信による交流人口の増加 

❺ 地域経済を支える産業の活性化と環境調和型社会の構築 

 ・ 産業振興を通した市内経済の活性化 
 ・ 低炭素・循環型社会の推進 

❻ 骨格の強い都市の形成 

 ・ 暮らしやすく利便性の高い拠点形成 
 ・ 快適に移動できる交通網の構築 

３ まちづくりの基本方向 

 （６つの「未来都市」の実現） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
４ 将来のうつのみや像（都市像）  
輝く人の和 つながるまちの環 魅力と夢の輪 うつのみや 

【 将来のうつのみや像（都市像）のイメージ 】 

輝く人の和 市民の個性が尊重され，健康で生きがい

を持ち，個性や能力を発揮できる都市 

つながるまちの環 人と人，地域のつながりが強く，

多様なライフスタイルを実現できる都市 

魅力と夢の輪 地域資源に愛着や誇りを持ち，産業の

活性化により，夢を持って自分の将来を描ける都市

【 「まちづくりの好循環」の創出 】 

 「まちづくりの基本方向」で示した６つの「未来都市」の実現に向

けた取組の推進に当たっては，それぞれの取組が密接につながり，

相互に連携・補完し，「人づくり」と「まちづくり」を一体的に進め

ることで，各未来都市の実現に向けた取組が他の未来都市の実現に

も好影響をもたらす，「まちづくりの好循環」を創出 

 

≪例≫「交通の未来都市」の実現 

⇒➊施設の集積や移動しや 

すい環境が整い，子育て 

しやすい環境を構築 

⇒➎公共交通への利用転換 

が進み，環境負荷を低減 etc. 

第２章 宇都宮市の概要 

 １ 位置と地勢 
  ・ 東京から北に約１００ｋｍ 

・ 北関東の中枢都市 
 ２ 市域の変遷 

   １８９６年の市制施行から， 
  段階的に市域を拡大 

面積 ４１６：８５ｋｍ２ 

宇都宮市総合計画 

基 本 構 想 

基 本 計 画 

実 施 計 画 

 

３ 人口及び世帯数の変遷 

年次 １９９６年 ２００６年 ２０１６年 (単位) 
人口 ４３６,１６５ ４５８,１８５ ５１９,２８３ 人 
世帯 １５６,９５５ １８３,１３２ ２１７,９７７ 世帯 

４ 圏域における本市のポテンシャル 

 ・ 交通の要衝として発展し，様々な都市機能が集積 
 ・ 単独の中核市の都市圏では最大の人口規模 

❶

❷

❸

❹

❺
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  第４章 将来のうつのみや像の実現に向けて 

 １ 各主体の役割 

  〇 市民 

    地方自治の主役であるという認識のも

と，自助・互助の精神に基づき行動 
  〇 団体 

地域の意見を集約し，公共的課題の解決

に努め，他の公共的活動と連携・協力 

 
  〇 事業者 

    企業活動や教育・研究活動に加え，地域

社会との信頼・協力関係を深化 
  〇 行政 

市民の負託を受けた公共の担い手とし

て，多様な主体の意思や課題に基づき，効

果的・効率的な取組を徹底 

 

 ２ 協働によるまちづくりの推進 

  ⑴ 各主体の連携による協働の推進 

   ・ 各主体は，協働の推進に努める。 
   ・ 推進に当たり，環境の整備に努める。

  ⑵ 広域的な協働の推進 

    行政は，市域を越えた協調・連携を図り，

様々な分野において相互の発展に努める。

５ 都市空間の姿 

 ・ 今後の人口規模・構造の変化に

適合した，「ネットワーク型コン

パクトシティ」を形成 

 ・ 地域特性を踏まえた拠点形成 
・ 拠点間の交通結節機能の強化 

・ コンパクトなエリアにおける都

市空間形成と郊外の自然環境の

維持・保全 

第３部 基本計画 

第１章 基本計画の策定の目的 

 ・ 基本構想に掲げる「将来のうつ

のみや像（都市像）」を実現する

ための基本的な考え方と具体的

な施策の方向を明らかにするた

め策定 

第２章 計画の構成と期間 

構成 計画フレーム， 

    都市空間形成の基本方針， 

   まちづくり好循環プロジェクト， 

分野別計画 等 
 

 期間 前期５年・後期５年の１０年 

   （平成３０年度～平成３９年度） 

第３章 計画フレーム 

 １ 人口の見通し 

  ⑴ 総人口 

⇒ 計画初年度に当たる２０１８年に約５２万人でピークを迎え，その

後は人口減少局面へ 

  ⑵ 年齢構造別人口 

   ⇒ ２０２７年までに，老年人口は約１０％（約１万３千人）増加し，

年少人口は約１４％（約１万人）減少する見込み 

  ⑶ 世帯 

   ⇒ 単身世帯と核家族世帯は増加。特に，単身高齢世帯の増加が顕著 

  ⑷ 昼夜間人口 

   ⇒ 今後，昼夜間人口はともに減少の見込みであり，昼夜間人口比率は

ゆるやかに低下する見込み 

⑸ 都市圏人口 

   ⇒ 本市を上回るスピードで人口減少。２０～４９歳の男女差は約２万人 

２ 経済・財政の見通し 

 ⑴ 従業人口 

  ⇒ 第３次産業では増加が見込まれる一方で，第１次産業及び第２次産

業では減少の見込み 

 ⑵ 総生産 

  ⇒ 従業人口の減少とともに総生産も減少する見込みだが，近年の生産

性向上の傾向が引き続き維持されれば一定期間は増加 

 ⑶ 財政面の見通し 

  ⇒ 財政力指数ランキング３位（中核市４８市中），市債残高は横ばい 

３ 土地利用の見通し 

 ⑴ 自然的土地利用 

  ⇒ 都市的土地利用の進行とともに減少する見込み 

 ⑵ 住宅用地 

  ⇒ 人口減少に伴い住宅用地は減少し，空き家を含むその他空地は増加 

 ⑶ 工業用地・商業用地 

  ⇒ 工業用地は第２次産業従業者とともに減少。商業用地は横ばい 

 

第５章 まちづくり好循環プロジェクト 

  基本構想で定めるまちづくりの基本方向における「まちづくりの好循環」の 

具現化を図るため，特に効果が高い先導的な取組や複数の分野の連携が不可欠 

な横断的な取組などを「まちづくり好循環プロジェクト」 

としてまとめ，計画期間内に重点的に推進する。 

ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環
を
加
速
化 

輝く人の和 
ＮＣＣが支える共生社会創出プロジェクト  

 ネットワーク型コンパクトシティ（ＮＣＣ）
の形成による都市構造の強みを活かし，超高齢
社会においても，高齢者，障がい者，子どもな
どすべての人が暮らしやすく，生きがいを持っ

た「地域共生社会」を創出する。 
【取組テーマ】 

● 地域包括ケアシステムの推進 

● 子どもを守り育てる社会づくり 

● 誰もが安心して移動できる社会づくり 

つながるまちの環 
ＩＣＴで暮らしもまちも元気プロジェクト  

 生産年齢人口の減少下においても，ＩＣＴの
恩恵を受ける環境を構築することで，ＡＩ（人工

知能），ＩｏＴ（モノのインターネット），ドローン等の
技術がヒトやモノの活動をサポートし，生活の

利便性向上や活力あるまちの形成を図る。 
【取組テーマ】 

● ＩＣＴの恩恵を享受できる環境の構築 

● 市民の身近な生活の利便性向上 

● 新たなサービス創出を通した産業振興 

 魅力と夢の輪 
ブランド発掘・創造・発信プロジェクト  

 少子化が進行する中，若い世代の流出の抑制
に対応するため，人や企業に選ばれるまちとな
るよう，誰もが活躍できる社会を創出するとと
もに，都市の魅力を磨き上げ，宇都宮ブランド

の発掘・創造・発信を推進する。 
【取組テーマ】 

● 大谷，ＬＲＴなど地域資源のフル活用 

● 宇都宮暮らしの魅力向上・発信による移住・定住の促進 

● 女性が活躍できる社会の構築 

それぞれの未来都市の構築を進めるうえで，共通

の課題となる「人口減少・人口構造の変化」に対し，

課題を分類し，それらに応じたプロジェクトを設定

し，横断的に取り組む。

第４章 都市空間形成の基本方針 

  本市が目指す都市空間の姿である『ネットワーク型

コンパクトシティ』の形成に当たり，「拠点化の促進」，

「ネットワーク化の促進」を一体的に進めるとともに，

「土地利用の適正化」を図ることにより，市民生活の

質や，都市としての価値・活力を高めることのできる

都市の実現を目指す。 

⑴ 拠点化の促進 

 ⇒ 都市拠点，地域拠点，産業拠点，観光拠点，交通結節点周辺 

⑵ ネットワーク化の促進 

 ⇒ 公共交通ネットワーク，道路交通ネットワーク，広域的な交通ネットワーク 

⑶ 居住地の形成 

 ⇒ 公共交通沿線などへの緩やかな居住誘導，地域特性に応じた居住環境の維持・形成 

⑷ 土地利用の適正化 

 ⇒ 農用地・森林の保全，住宅地，工業地，商業・業務地，中心市街地の形成 

将
来
の
う
つ
の
み
や
像

 

    子 育 て ・ 教 育 の 未 来 都 市 

     健 康 ・ 福 祉 の 未 来 都 市 

     安 全 ・ 安 心 の 未 来 都 市 

   魅 力 創 造 ・ 交 流 の 未 来 都 市 

     産 業 ・ 環 境 の 未 来 都 市 

        交 通 の 未 来 都 市 

６

つ

の

「

未

来

都

市

」

生産年齢人口の減少（労働力） 少子化の進行・若い世代の流出 超高齢社会の到来 

人口減少・人口構造の変化 

ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環

ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環
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第６章 分野別計画  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６章 分野別計画 

 １ 未来都市の実現に向けた各政策の柱 

 

～子育て・教育の未来都市の実現に向けて～ 

  政策の柱 ❶   子育て・教育・学習  分野 
 
【基本施策】 
・ すべての子ども・若者を健やかに育成する 
・ 確かな自信と志を育む学校教育を推進する 
・ 生涯にわたる学習活動を促進する 
・ 誰もが生涯を通じてスポーツを楽しむ社会を実現する 
  

≪主な基本施策指標≫ 
■宇都宮市で子育てをしていきたいと思う
親の割合 

■学習活動をしている市民の割合  

主な戦略事業 

○子育てと仕事の両立支援の充実 

 ⇒保育所や認定こども園などの整備促進や保育士の育成・確保 

○子どもの貧困対策の推進 

 ⇒教育的支援や経済的支援，地域における見守り体制の確保 

○グローバル社会・情報社会の急速な進展に対応できる教育の推進

⇒英語教育の強化，郷土愛の醸成，プログラミング教育等を推進

○家庭の教育力の向上 

 ⇒訪問型の家庭教育支援や地域ぐるみで支える家庭教育の充実，

親子関係の充実                etc. 

～魅力創造・交流の未来都市の実現に向けて～ 

  政策の柱 ❹   魅力・交流・文化  分野 
 
【基本施策】 
・ 都市ブランドの確立と更なる魅力の創出 
・ 個性豊かな観光と交流を創出する 
・ くらしに息づく文化の創造・活用を推進する 
  

≪主な基本施策指標≫ 
■年間の観光入込客数 
■宇都宮の伝統や文化に自慢できるものが

あると感じる市民の割合  

主な戦略事業 

○東京圏からの移住・定住の促進 

 ⇒本市にゆかりのある東京圏在住者等や，若年層の男女間

格差の是正に向けた女性をターゲットにした流入促進 

○大谷の地域資源のフル活用 

 ⇒大谷石採石場跡地，石造建造物，景観等の活用 

○文化資源を活用した地域の活性化 

 ⇒歴史・文化資源，芸術，伝統芸能などに触れる機会の充

実，歴史・文化のストーリーづくりと情報発信 

etc.

～健康・福祉の未来都市の実現に向けて～ 

  政策の柱 ❷   健康・福祉・医療  分野 
 
【基本施策】 
・ 健康づくりと地域医療を充実する 
・ 高齢期の生活を充実する 
・ 障がいのある人の生活を充実する 
・ 身近な地域の福祉力を高める  

≪主な基本施策指標≫ 
■健康寿命の延伸 
■社会活動等に参加している高齢者の割合 
■将来の生活に不安を感じている障がい者の割合  

主な戦略事業 

○健康づくりの推進  

 ⇒健康ポイント事業などによる市民自らの健康づくりと，事業所

等と連携した働く世代を中心とした健康づくりを推進 

○地域包括ケアシステムの構築 

 ⇒医療・介護の連携による地域療養支援体制の整備，認知

症対策や介護予防・生活支援の充実 

○地域共生社会の実現に向けた体制整備 

 ⇒高齢者，障がい者，子どもなど多様な世代に対する切れ

目ない支援体制の整備             etc.

～安全・安心の未来都市の実現に向けて～ 

  政策の柱 ❸   安心・協働・共生  分野 
 
【基本施策】 
・ 危機への備え・対応力を高める 
・ 日常生活の安心感を高める 
・ 市民が主役のまちづくりを推進する 
・ 相互理解の促進による共生社会を形成する  

≪主な基本施策指標≫ 
■災害などの危機に備えている市民の割合 
■安心して日常生活を送っていると感じて
いる市民の割合  

主な戦略事業 

○溢水
いっすい

対策などあらゆる災害対応の強化 

 ⇒ハード・ソフト両面の総合的な溢水
いっすい

対策をはじめ，あらゆる災

害に対しＩＣＴ等を活用した情報発信・対応力の強化 

○高齢者をはじめとする交通安全対策の推進 

 ⇒公共交通の利用促進を含む交通安全対策の推進 

○ＩＣＴを活用した市民の市政参画と市民協働の促進 

 ⇒若い世代向けの戦略的な情報発信や，ＳＮＳ等を活用し

たまちづくり活動団体との双方向の情報発信 

etc.

～産業・環境の未来都市の実現に向けて～ 

  政策の柱 ❺   産業・環境  分野 
 
【基本施策】 
・ 地域産業の創造性・発展性を高める 
・ 商工・サービス業の活力を高める 
・ 農林業の生産力・販売力・地域力を高める 
・ 環境への負荷を低減する  

≪主な基本施策指標≫ 
■市内総生産 
■農業産出額 
■市民１人当たりの二酸化炭素排出量  

主な戦略事業 

○企業誘致・集積の推進 

 ⇒新たな産業団地の造成の検討も含め，産業集積の促進を図る。

○女性の雇用創出・就労の促進 

 ⇒受け皿となる企業の増加，市内企業への就職促進の仕組み構築

○農の産地力強化と農産物ブランド化の推進 

⇒担い手の確保・育成や産地力強化，国内外の販路拡大 

○ＬＲＴ沿線における低炭素化の促進 

 ⇒トランジットセンターへの省エネ・再エネ設備の導入，

周辺街区を含めた面的なエネルギー利活用    etc.

～交通の未来都市の実現に向けて～ 

  政策の柱 ❻   都市空間・交通  分野 
 
【基本施策】 
・ 暮らしやすく魅力のある都市空間を形成する 
・ 快適な住環境と自然豊かな都市環境を創出する 
・ 誰もが快適に移動できる総合的な交通ネットワークを構築する 
・ 質の高い上下水道サービスを提供する  

≪主な基本施策指標≫ 
■全人口に占める都市拠点・地域拠点の人口割合
■住環境に満足している市民の割合 
■年間公共交通利用者数  

主な戦略事業 

○都市拠点への高次都市機能の集積促進 

 ⇒宇都宮駅東口におけるコンベンション，商業機能等の交流・賑

わい機能の創出，中心市街地等における再開発の促進 

○空き家等の利活用促進 

⇒地域や民間企業等と連携したマッチングなどの利活用の促進 

○ＬＲＴの整備 

 ⇒東西基幹公共交通となるＬＲＴの整備 

○街なか大谷石拠点創出事業 

 ⇒大谷石建造物を活用した賑わいスポット創出   etc.

【分野別計画の施策の体系について】 
 

第７章 計画の着実な推進に向けて 

 １ 各分野における個別計画の策定 

   「総合計画基本計画」に掲げた施策におけ

る事業の優先化・重点化や，他施策における

関連事業との連携を図り，施策の実効性を高

めるため，必要に応じて，各施策分野におけ

る個別計画などを策定 

 

２ 総合計画実施計画と行政評価，中期財政計画，予算の連携 

・ 計画に掲げた施策・事業の取組の具体化を図るため，「総合計画実施計画」を策定 

・ 「総合計画実施計画」は「行政評価」の結果，「中期財政計画」における財政収支の見通し

などを活用しながら，総合的な視点で毎年見直し，予算編成に反映 

・ 「Ｐｌａｎ（政策形成）－Ｄｏ（実施）－Ｃｈｅｃｋ（評価）－Ａｃｔｉｏｎ（改善）」の

マネジメントサイクル（ＰＤＣＡサイクル）の「計画行政システム」により，着実に推進 

 

３ 指標を用いた計画の達成状況の把握 

計画の達成状況を把握するため，施策ご

との指標や構成事業の進捗に加え，「市民

満足度指標」を設定し，毎年，意識調査を

行い，その結果を行政評価において活用 

Ｐｌａｎ

ＤＯ Ｃｈｅｃｋ 

Ａｃｔｉｏｎ 
実施計画・予算編成

事業実施 行政評価・中期財政計画 

実施計画の見直し 

政策の柱 基本施策

戦略事業

施 策 基本事業 構成事業未来都市

基本構想の６つの未来都市の実現に向けて，基本計画における
政策の柱（政策分野）をけん引する政策効果の高い取組 

２ 各政策の柱を支える行政経営基盤 

【基本施策】 
・ 強固な行政経営基盤を確立する  

指標 （検討中） 

■効果的・効率的な行政運営 
■地区行政の推進 
■財政基盤の確立 
■組織体制の構築 
■地域情報化の推進 


